
１．研究課題名：防災分野と連携した大規模災害時における 

災害廃棄物量の推定手法の構築 

２．研究代表者氏名及び所属： 

平山 修久（名古屋大学減災連携研究センター） 

３．研究実施期間：平成 28～30 年度 

４．研究の趣旨・概要 

 2011 年東日本大震災の経験から、災害廃棄物対策が巨大災害時の重要な施策として位

置付けられ、基礎自治体において簡便かつ精度よく災害廃棄物の要処理量を把握する手

法が求められている。 

 本研究では、地震や水害などの災害ハザード情報との連携し、ウェブマッピングシス

テムにおいて災害廃棄物量の推定システムを構築するとともに、防災分野における被害

状況把握システムと連動した災害廃棄物量の推定システムを構築する。 

 環境省「大規模災害発生時における災害廃棄物対策」におけるグランドデザインで示

された大規模災害時における迅速かつ適正な災害廃棄物処理の実現に貢献するものであ

る。 

５．研究項目及び実施体制 

（１）WebGIS による災害廃棄物量推定システムの開発（名古屋大学） 

（２）GIS 上での災害廃棄物種類別要処理量の把握手法（国立環境研究所） 

（３）被災状況マップによる災害廃棄物量推定システムの構築（防災科学技術研究所） 
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